
運動・スポーツガイドライン（仮称）策定に向けた有識者会議（第２回）
及び運動・スポーツガイドライン（仮称）策定に向けた作業部会（第５回）合同会議

平成29年2月24日（金）13:00～15:00
スタンダード会議室虎ノ門ANNEX店2階会議室

運動・スポーツガイドライン（仮称）
位置づけや枠組みについての意見

近藤 克則
（千葉大学／国立長寿医療研究センター）
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• 学校や大学、企業等も対象であると明示

• 大学、企業、市町村の認証制度は低予算で可

• 「支える」スポーツにも人口以外の側面

人口:  審判，指導者，ボランティア，マネージャー etc.

場や施設の整備・提供: 市町村，企業，学校 etc.

人材育成の拠点: 大学・大学院，専門学校，NPO etc.

支援する企業・NPO: クラブチーム，スポンサー etc.

ガイドラインへのコメント １
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• 政策を進める方向と枠組みを示す

Good practiceだけでは“つまみ食い”

遅れている領域が取り残される

あるべき政策の枠組（チェックリスト）例

1. 環境への施策

2. 多部門連携

3. インセンティブ導入

4. 現状把握や効果評価などでPDCAを回す

ガイドラインへのコメント ２
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見える化

課題設定

手がかりの
発見

実践

効果検証
ベンチマーク
システム

※ベンチマークシステム：指標による比較

地域診断

実践

評価

マネジメントサイクル
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市町村

大学
研究機関

①調査の
ひな形提示

➁調査実施

③データ
提出

④データ
提供

国

⑤集計・分析

⑥市町村支援

⑥政策提言

政策を進める方向と枠組み（案）
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JAGES HEARTとは

（鈴木ら 2014、およびhttp://www.yobou_bm.umin.jp/）

介護保険者（市町村および広域連
合）が自らの現状を把握して政策を
立案・実行し、改善状況をモニタリン
グしてその効果を検証し、さらなる改
善につなげるというサイクルを回すうえ
で有効なツール
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JAGES HEARTでできること

指標間の関連の検討（例：スポーツグループへの参加割合と転倒者割合）

扱っている指標間の関連（小学校区や市区町村単位での相関関係）の検討が可能
健康指標との関連が強い要因を把握することができ、介入のターゲットとする指標を決めるのに役立つ

小学校区単位のスポーツ
グループへの参加割合

小学校区単位の過去1年間に1回以上
転倒した者の割合

スポーツグループの参加率と
転倒者割合の相関関係

地図上で、小学校区別に
参加割合で色分け
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スポーツ参加者5％（2万5千人）増で
認知機能低下者1％（5000人）減少？
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スポーツ参加率が高
い地域で

健診未受診者は少

ない

スポーツ
参加率が
高い地域
でうつは
少ない
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歩行者割合変化量と転倒者割合変化量（前期高齢者）
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1) 横軸は2013年の歩行者割合から2010年の歩行者割合を引いた値
2) 縦軸は2013年の転倒者割合から2010年の転倒者割合を引いた値

歩行者数が増加した割合

転
倒
者
数
の
変
化
の
割
合
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• 地域包括ケア「見える化」システムとは、介護保険事
業（支援）計画等の策定・実行を総合的に支援するた
めの情報システム

http://mieruka.mhlw.go.jp/
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JAGES HEARTの活用の可能性

JAGES HEARTを拡充させることで、スポーツ基本法に謳われた地方自治体スポーツ振興計画の
PDCAサイクルを回すために役立つツールとすることができる。そのためには、有効な指標づくりのための研
究の推進、システムの更なる洗練、対象地域の拡大などに向けた研究が不可欠である。

JAGES HEARTの応用でできること
現在、できること 今後の応用次第でできること

介護予防の課題の見える化
と地域診断（保険者・市区町
村・小学校区単位での比較）

指標間の関連の検討
プログラムの評価
経時的なモニタリング など

スポーツ振興計画の策定に向け
た課題の見える化と地域診断
健康に関連するスポーツ関連要
因の検討
スポーツ振興計画の進捗管理や
事後評価 など
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